





洋文献は CINAHL を使用し「family evaluation」「measurement tool or 
assessment tool」を検索語として 1985 年～ 2016 年に公表された学術論文
31 編を検索し，活用頻度の高い家族評価尺度３種類を選出した。和文献は
医学中央雑誌 Web 版で「家族機能」，「尺度」を検索語とし，1974 年～ 2017







































１）Cumulative Index to Nursing and Allied 
Health Literature（以下 CINAHL とする）を
使用し 1985 年～ 2016 年に公表された論文
を対象にした。検索語「family evaluation」
で 3,158 編， さ ら に「measurement tool or 




























先 述 し た 通 り，CINAHL を 使 用 し て 1985
年 ～ 2016 年 に 公 表 さ れ た 論 文 か ら「family 

































評価尺度を用いた介入研究は，FAD が 3 編，




























FAD は，米 国，精 神 医 学 の 研 究 者 で あ る



























術論文 36 編に使用された家族評価尺度は，表 1
に示す通り５種類であった。
開発年は 1974 年が最も古く，社会心理学分野
であった。その後 1980 年代が 2 つ。1990 年代
と 2000 年代に各１つあるが，年代の新しい２つ
の尺度は看護研究者によるものであった。
研 究 論 文 数 で は，家 族 評 価 尺 度（Family 
Assessment Device：FAD）を 用 い た も の
が 19 編，家 族 シ ス テ ム 評 価 尺 度（Family 
Adaptability and Cohesion Evaluation Scale at 
Kwansei Gakuin Ⅳ：FACESKG Ⅳ）を用いた
ものが 8 編であった。






し 4 点が満点であるが，日本においては 2.2 以
上を家族機能の低下があると判定している論文
が多い。









家 族 環 境 尺 度（Family Enviroment Scale：
FES）は，2007 年までのところで 4 編あった。
FES は社会心理学の分野で 1974 年に Moos ら
によって開発された。①家族の関係性②人間的






Feetham 家 族 機 能 調 査（Feetham Family 











Measure：FDM）は，FFFS と 同 様 看 護 職 に
よって開発された尺度である。米国の研究者
Bamhill が Healthy Family Systems を 理 論 背
景として作成した，家族力学の 6 側面 66 項目
表 1    家族評価尺度一覧













  英語版（29項目）が開発されている 　　→父親はかじとりがマイナス方向、母親は
・家族機能を「きずな」「かじとり」の2次元に分類 　　　きずながマイナス方向
　し、きずなとかじとりがともに中程度にある状態を ・サンプル数を増やしてさらなる検討が必要で
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